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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 252 ha

平成 26 年度　～ 平成 30 年度 平成 26 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

・

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人 H２５ H３０

％ H２５ H３０

％ H２５ H３０

都道府県名 福岡県 筑後
ち く ご

市
し

筑後
ちくご

市
し

北部
ほくぶ

地区
ちく

計画期間 交付期間 30

大目標　いきいきとした暮らしと安全で快適な住環境を備えた魅力ある居住地の形成
　目標１　安全安心な住環境の提供による地区内の定住の促進
　目標２　地区内の防災施設や防災体制の充実による防災意識の向上及び地域コミュニティの強化

【まちづくりの経緯】
　平成１６年４月　　国立療養所筑後病院から独立行政法人国立病院機構へ移行
　平成１９年３月　　第４次筑後市総合計画の策定
　平成２０年７月　　都市計画マスタープラン策定
　平成２２年１２月　旧国立病院の国庫納付の基本方針が閣議決定
　平成２４年６月　　筑後北校区コミュニティ協議会発足
　平成２４年８月　　旧国立病院跡地が国庫納付を経て財務省へ財産の引継ぎ
  平成２４年１２月　未利用国有地利用計画（筑後市防災拠点整備）の作成

【現況】
・北部地域北側は、丘陵地となっており、斜面に緑地や茶畑が広がる自然に恵まれた住宅地が形成されている。
・旧国立病院跡地について、財務省の一般会計普通財産を筑後市に売却する予定となっており、その跡地活用を検討している。
・地域活動が盛んな地域であり、まちづくりに対する意識も高く、事業と連動した公民協働による検討が期待できる。

【住民意向】
・公共施設が少ないという意見が多い。（筑後北拠点施設計画）
・健康、高齢者福祉、子育て支援をする事業が望まれている。（筑後北拠点施設計画）

・様々な地域活動が盛んな地域であるが、活動の拠点となる場所が不足している。
・地域住民が交流できる施設の不足により、地域コミュニティの維持・形成が進まない。
・高齢者や障害者をはじめ、誰もが利用しやすい市街地環境を形成する必要がある。
・北部地域は、水害の危険性の低い地域であるため、市内で居住推進を最も図るべき地域である。
・道路、公園を中心とした都市基盤の整備よって、住環境の改善を図る必要がある。
・歩道整備が遅れているため、通学路を中心とした歩行者空間の確保が必要である。
・国立病院跡地である国有地の活用を行う必要がある。
・元筑後養護学校赤坂分校跡地である県有地の有効活用。

「第４次筑後市総合計画」（平成１９年３月）
　・北部地域の定住促進
「筑後市都市計画マスタープラン」（平成２０年７月）
　（将来像）「緑・古墳・伝統が織りなす　ぬくもりのまち」
　（北部地域整備方針）
　・地域拠点内の公共施設の整備や商業施設の誘致を推進し、都市機能の充実を図る。
　・幅員の狭い道路の改良や通学路などの歩行者空間の安全性の確保を図る。
「矢部川流域景観計画」（平成２１年３月）
　・「丘の景域」丘陵部に広がる自然と調和した田園景観、集落景観、市街地景観を将来にわたり保全する。
　・「田園の景域」筑肥山地等の山並みへの眺望や広がるのある田園景観、落ち着きのあるまちなみ景観を保全・創造し、伝統産業や地域文化と関り深い景観を継承する。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

地区内居住人口
住民基本台帳（年度末）による地区内居住人口を把握し、地
区の定住促進の達成状況を把握する。

地区の目標である定住促進を達成する指標として、地区内の居住人
口の達成状況を把握する。

5,703 5,882

定住に対する満足度
毎年度末に実施しているまちづくりアンケートの「あなたはこ
れからも筑後市に住み続けたいと思いますか」の設問で、
「１．いつまでも住み続けたい」の回答率を指標とする。

当事業によって、地区内のコミュニティ形成の強化及び防災性・安全性
の向上を図ることから、地域住民の定住意識の向上を指標として設定
する。

32.2 37.1

防災に対する満足度
毎年度末に実施しているまちづくりアンケートの「筑後市の
防災体制」に関する満足度で、「どちらかといえば満足であ
る」「満足である」と回答された方の割合を指標とする。

地区整備の各事業となる地域交流センター及び地域防災施設の整備
によって、地域住民の災害への安心感を指標として設定する。

9.2 20.0



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
○整備方針１　地域交流の拠点形成や通学路等の整備を進め、安全で快適な居住環境の提供を行い、市の居住促進地域として
魅力ある居住地の形成を図る

・事後評価分析調査（提案事業・事業活用調査）

　・地域住民のコミュニティ活動や交流できる拠点の形成 ・多目的広場整備事業（基幹事業・地域生活基盤施設）
・地域交流センター整備事業（基幹事業・高次都市施設）
・地域コミュニティ増進施設（提案事業・地域創造支援事業）

　・通学路を中心に、誰もが安心して歩行できる歩行者空間の確保 ・通学路対策事業（基幹事業・道路）
・情報案内板設置事業（基幹事業・地域生活基盤施設）

　・景観形成や緑づくりなどの住民主体のまちづくり活動に向けた意識啓発 ・まちづくり協議会活動支援事業（提案事業・まちづくり活動推進事業）

　・定住促進に向けた対外的なPR活動 ・定住促進PR事業（提案事業・まちづくり活動推進事業）

○整備方針２　地区内の防災性・安全性の向上に向け、防災施設の新設や避難施設までの避難経路等の新設を図る。

　・地区の居住環境を向上させるための防災施設の新設 ・地域防災施設整備事業（基幹事業・地域生活基盤施設）

　・住民の支えあい意識の向上に向けたコミュニティ施設の新設による地域コミュニティの強化 ・（再掲）地域交流センター整備事業（基幹事業・高次都市施設）
・（再掲）地域コミュニティ増進施設（提案事業・地域創造支援事業）

　・災害時のスムースな避難を誘導するための避難路の新設 ・災害避難路整備事業（提案事業・地域創造支援事業）

  ・様々な地元主体のまちづくり活動を促すことによる公民協働のまちづくりの実現 ・（再掲）まちづくり協議会活動支援事業（提案事業・まちづくり活動推進事業）

○住民等によるまちづくり活動等について
　　平成２４年に発足した筑後北校区コミュニティ協議会との連動によって官民協働によるまちづくりを推進する。
　　緑づくりの活動を行う住民団体に対して支援を行い、北部地区の緑豊かなまちづくりに向けた取り組みを行う。



様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路

筑後市北部地域 筑後市 直 300ｍ H29 H29 H29 H29 14.0 14.0 14.0 14.0

公園

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設

筑後市 直 3.0ha H26 H30 H26 H30 737.4 737.4 737.4 737.4

情報案内板設置事業 筑後市北部地域 筑後市 直 10箇所 H30 H30 H30 H30 20.0 20.0 20.0 20.0

筑後市 直 0.9ha、222㎡ H26 H30 H26 H30 223.1 223.1 223.1 223.1

高質空間形成施設

高次都市施設

筑後市 直 0.5ha、788㎡ H26 H29 H26 H29 344.3 344.3 344.3 344.3

中心拠点誘導施設

生活拠点誘導施設

高齢者交流拠点誘導施設

既存建造物活用事業（高次都市施設）

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 1,338.8 1,338.8 1,338.8 0.0 1,338.8 …A

提案事業（継続地区の場合のみ記載）

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

筑後市 直 － H26 H29 H26 H29 144.8 144.8 144.8 144.8

筑後市 直 2路線 H27 H28 H27 H28 45.0 45.0 45.0 45.0

筑後市 直 － H30 H30 H30 H30 4.0 4.0 4.0 4.0

筑後市 直 － H28 H30 H28 H30 5.0 5.0 5.0 5.0

筑後市 直 － H28 H29 H28 H29 7.9 7.9 7.9 7.9

合計 206.7 206.7 206.7 0.0 206.7 …B

合計(A+B) 1,545.5
（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
国道２０９号赤坂歩道設置事業 大字蔵数 国土交通省 国土交通省 L=700m ○ H25 -

欠塚新溝線改良事業 筑後市 国土交通省 L=1,340m ○ H26 H30 640.0

赤坂療養所線改良事業 大字蔵数～大字西牟田 筑後市 国土交通省 L=618m ○ H25 H27 290.0

天提欠塚線改良事業 筑後市 国土交通省 2箇所 ○ H26 H27 220.0

通学路対策事業 筑後市 国土交通省 L=450m等 ○ H25 H28 338.4

合計 1,488

0.4

規模
交付期間内事業期間

細項目

通学路対策事業

直／間

まちづくり活
動推進事業

事業 事業箇所名
（参考）事業期間

交付対象事業費 1,545.5

事業主体

交付限度額 618.2 国費率

多目的広場整備事業 旧国立病院跡

地域防災施設整備事業 旧国立病院跡

地域交流センター整備事業 旧国立病院跡

連携生活拠点誘導施設

住宅市街地
総合整備
事業

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

地域コミュニティ増進施設 旧国立病院跡

災害避難路整備事業 筑後市北部地域

事業活用調
査

事後評価分析調査 -

定住促進PR事業 -

まちづくり協議会活動支援事業 -

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

大字前津

大字西牟田

筑後市北部地域



都市再生整備計画の区域
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） 面積 252 ha 区域 大字蔵数、大字西牟田、大字一条、大字前津、大字熊野



地区内居住人口 （　人　） 5,703 （２６年度） → 5,882 （３０年度）

定住に対する満足度 （　％　） 32.2 （２６年度） → 37.1 （３０年度）

防災に対する満足度 （　％　） 9.2 （２６年度） → 20.0 （３０年度）

筑後市北部地区（福岡県筑後市）　整備方針概要図

目標
大目標　いきいきとした暮らしと安全で快適な住環境を備えた魅力ある居住地の形成

　目標１　安全安心な住環境の提供による地区内の定住の促進

　目標２　地区内の防災施設や防災体制の充実による防災意識の向上及び地域コミュニティの強化

代表的な

指標


